
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
六
日
提
出

質

問

第

五

号

南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
任
務
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

照

屋

寛

徳
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南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
任
務
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
五
年
九
月
十
九
日
に
安
全
保
障
関
連
法
が
成
立
し
て
か
ら
一
年
余
が
経
過
し
た
。
安
全
保
障
関
連
法
が
成
立
し
て
満

一
年
と
な
る
去
る
九
月
十
九
日
、
国
会
前
に
お
い
て
は
「
戦
争
を
さ
せ
な
い
・
九
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
」

主
催
の
安
全
保
障
関
連
法
（
い
わ
ゆ
る
「
戦
争
法
」
）
の
廃
止
を
求
め
る
集
会
が
開
催
さ
れ
、
約
二
万
三
千
人
の
市
民
が
結
集

し
た
。

安
全
保
障
関
連
法
は
、
自
衛
隊
法
な
ど
十
の
法
改
正
を
一
括
し
た
「
平
和
安
全
保
障
整
備
法
」
と
他
国
軍
の
後
方
支
援
を
す

る
た
め
に
自
衛
隊
を
海
外
に
随
時
派
遣
で
き
る
新
法
「
国
際
平
和
支
援
法
」
で
構
成
さ
れ
、
多
く
の
国
民
か
ら
「
戦
争
法
」
と

呼
称
さ
れ
て
い
る
。

安
全
保
障
関
連
法
（
以
下
、
「
戦
争
法
」
と
い
う
）
は
、
多
く
の
憲
法
学
者
や
歴
代
の
内
閣
法
制
局
長
官
及
び
元
最
高
裁
長

官
ら
が
「
違
憲
」
で
あ
る
と
厳
し
く
批
判
を
し
て
い
る
。
私
も
「
戦
争
法
」
は
違
憲
で
あ
り
、
無
効
な
法
律
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
戦
争
法
」
は
、
一
刻
も
早
く
廃
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、
現
在
南
ス
ー
ダ
ン
に
は
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
（
国
連
平
和
維
持
活
動
）
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
「
戦
争
法
」
成
立
に
よ

り
南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
自
衛
隊
の
活
動
任
務
も
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
自
衛
隊
の
新
た
な
任
務
と
の
関
連
で
「
駆
け

一



付
け
警
護
」
や
「
宿
営
地
の
共
同
防
衛
」
問
題
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
情
勢
と
も
絡
み
、
大
き
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
自
衛
隊
の
活
動
部
隊
と
し
て
、
来
る
十
一
月
中
旬
に
も
陸
上
自
衛
隊
第
九
師
団
第
五
普

通
科
連
隊
（
青
森
県
青
森
市
）
を
中
心
と
す
る
部
隊
を
派
遣
す
る
よ
う
だ
が
、
間
違
い
な
い
か
。
そ
の
他
に
も
、
中
央
即
応

集
団
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）
な
ど
陸
自
第
九
師
団
第
五
普
通
科
連
隊
以
外
の
部
隊
等
の
参
加
も
考
え
て
い
る
の
か
、
政
府

の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
来
る
十
一
月
中
旬
以
降
に
南
ス
ー
ダ
ン
に
派
遣
さ
れ
る
自
衛
隊
は
、
「
駆
け
付
け
警
護
」
や
「
宿
営
地
の
共
同
防

衛
」
等
の
新
任
務
も
命
ぜ
ら
れ
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

南
ス
ー
ダ
ン
で
は
、
去
る
七
月
に
大
統
領
派
と
前
第
一
副
大
統
領
派
と
の
間
で
戦
闘
が
発
生
し
、
二
百
七
十
人
以
上
が
死

亡
し
た
、
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
政
府
も
同
様
の
戦
闘
状
況
及
び
死
者
の
数
を
承
知
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
う
え

で
、
か
か
る
南
ス
ー
ダ
ン
現
地
の
事
態
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

南
ス
ー
ダ
ン
政
府
軍
の
ル
ア
イ
報
道
官
が
去
る
九
月
十
六
日
、
共
同
通
信
に
現
場
公
開
を
し
た
折
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
主
都

ジ
ュ
バ
で
去
る
七
月
に
大
規
模
な
戦
闘
が
発
生
し
た
際
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
参
加
す
る
陸
上
自
衛
隊
宿
営
地
（
ト
ン
ピ
ン
地
区
）
の

二



隣
り
に
あ
る
ビ
ル
で
二
日
間
に
わ
た
り
銃
撃
戦
が
起
き
て
、
政
府
軍
の
兵
士
二
人
が
死
亡
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
銃
撃
戦
が
あ
っ
た
ビ
ル
か
ら
陸
上
自
衛
隊
の
宿
営
地
ま
で
は
、
約
百
メ
ー
ト
ル
の
距
離
し
か
離
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

政
府
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
政
府
軍
ル
ア
イ
報
道
官
が
共
同
通
信
記
者
に
明
ら
か
に
し
た
こ
れ
ら
の
事
実
を
承
知
し
て
い
る

か
。
承
知
し
て
い
る
な
ら
ば
、
何
故
こ
れ
ま
で
国
民
に
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
の
か
、
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。

四

南
ス
ー
ダ
ン
の
現
状
は
、
明
ら
か
に
内
戦
状
態
に
あ
る
。
現
に
、
武
力
紛
争
が
発
生
し
て
お
り
、
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加

条
件
で
あ
る
「
Ｐ
Ｋ
Ｏ
五
原
則
」
を
満
た
し
て
い
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

南
ス
ー
ダ
ン
の
首
都
ジ
ュ
バ
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
宿
営
地
（
ト
ン
ピ
ン
地
区
）
の
規
模
及
び
同
宿
営
地
に
駐
留
す
る
自
衛

隊
員
の
数
と
他
国
軍
の
駐
留
軍
人
の
数
を
国
毎
に
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
か
か
る
駐
留
状
況
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示

さ
れ
た
い
。

六

南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
は
、
二
〇
一
二
年
以
降
施
設
（
工
兵
）
部
隊
が
中
心
だ
っ
た
。
「
射
撃
の

プ
ロ
」
集
団
と
も
言
わ
れ
る
普
通
科
連
隊
が
、
安
全
保
障
関
連
法
施
行
後
の
来
る
十
一
月
に
も
、
新
た
に
派
遣
さ
れ
る
理
由

を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
そ
の
必
要
性
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

私
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
に
派
遣
さ
れ
る
自
衛
隊
が
「
駆
け
付
け
警
護
」
や
「
宿
営
地
の
共
同
防
衛
」
な
ど
の
新
任
務
に
就
け

三



ば
、
憲
法
第
九
条
に
明
白
に
違
反
す
る
武
力
行
使
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
自
衛
隊
が
他
国
の
者
を
殺
し
、
あ
る
い
は
他

国
の
者
に
殺
さ
れ
る
事
態
を
招
来
す
る
も
の
と
考
え
る
。

政
府
は
、
軍
人
で
は
な
い
自
衛
隊
員
が
敵
方
の
「
国
家
ま
た
は
国
家
に
準
ず
る
組
織
」
の
軍
隊
や
武
装
勢
力
等
に
捕
ま
っ

た
場
合
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
上
の
「
捕
虜
」
と
し
て
拷
問
か
ら
免
れ
る
権
利
が
あ
る
と
考
え
る
か
、
そ
の
法
的
根
拠
を
示
し

た
う
え
で
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


